
１．職種 ２．所属 ３．研修の反応
職種No 職種 人数 所属No 所属 人数 人数 人数

1 医師 0 1 病院部会 2 1 わかりやすい 9 1 活かせる 6
2 歯科医師 0 2 医師会部会 0 2 まあまあわかりやすい 19 2 部分的に活かせる 18
3 薬剤師 0 3 歯科医師会部会 0 3 どちらでもない 4 3 どちらでもない 7
4 看護師 4 4 薬剤師部会 0 4 あまりよく分からない 2 4 あまり活かせない 3
5 保健師 1 5 施設部会 0 5 全く分からない 1 5 全く活かせない 0
6 理学療法士 2 6 デイネット部会 2 0 未回答 1 0 未回答 2
7 作業療法士 1 7 ヘルパーネット部会 12 36 36
8 言語聴覚士 0 8 訪問看護ネットワーク部会 3
9 栄養士・管理栄養士 0 9 訪問リハネット部会 3
10 歯科衛生士 0 10 ケアマネット部会 11
11 ＭＳＷ 0 11 グループホーム部会 0 人数
12 社会福祉士 1 12 小規模多機能部会 0 1 満足 7

13① （訪問）介護職 11 13 町内会/民生委員等 0 2 まあ満足 16
13② （通所）介護職 1 14 保健福祉部会 0 3 どちらでもない 9
13③ （施設）介護職 0 15 その他（障害者サービス、行政等） 2 4 やや不満 2
13 （所属未回答）介護職 1 0 未回答 1 5 不満 0
14 ケアマネジャー 11 36 0 未回答 2
15 その他 3 36
0 未回答 0

36

４．今後、企画してほしい研修など
・ コミュニケーション能力のつけ方
・ クレームなどの対応のしかた、整理整頓（高齢者（１人暮らしの方））の指導、など
・ 地域包括ケアシステムについて
・ 定年後の方が再就職できるように方向付ける研修
・ 部会を通じての交流会、意見交換会がざっくばらんにできると良いと思っています。

５．ご意見・ご感想等

在宅医療・介護連携推進のための研修会　アンケート結果

合計

合計

※研修会の参加者４０名      アンケート回収３６名 (回収率９０．０　%)

合計

合計

（1）わかりやすさ

（2）満足度

（3）今後に活かせるか

合計

１月１９日　テーマ：生活サポーターとの連携～あんジョイ生活サポーター養成研修の内容について～
　　　　　　　講　師：株式会社ニチイ学館　あんジョイ生活サポーター養成研修講師

資料２



・

・ 研修の目的とずれており、わかりにくかった。

・ あんジョイ生活サポーターの認知度が高まるような対応があると良いかと思います。

・

・ 生活サポーターが完璧に活動するのはまだ難しいことはわかりました。

・

・

・ 研修を受けたサポーターの方が実際にどのように雇用されるシステムか知りたかったです。

・ あんジョイ生活サポーター養成研修　何を求めているのか、先に繋がらなければムダのように思える。研修の先に進めていけることの検討は？

・ 実際の連携方法を詳しくきけると良かったです。

・

どこが窓口になるのか、どのように利用に結びつけているのか、もっと詳しい連携の現状をききたかったです。（今後に向けて）

雇用をうむためには、制度づくりが肝心。

安城市の介護背景（介護側の組織や事業所、グループ全体のどんなものがあって、対応できる、できないを分けて、必要なものは何か？連携（横のつな
がり）はとれないかがわかると方針がでるかと思われます。（縦割り？）ではないとは思いますが。

生活支援サービスを受けてくださる事業所様が増えることを願っています。また、地域のお元気な方が活躍できる場（機会）を事業所の協力を得て増え
ていけばいいなと思います。

養成研修を受けた後、更新や再確認をし合う研修会があると良いかと感じました。


